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第２回定例会
町政を問う！ 一般質問

（
１
）
町
民
へ
の
ワ

ク
チ
ン
供
給
状
況
、

医
療
機
関
と
の
連
携
、
実
施

し
た
対
策
と
そ
の
評
価
に
つ

い
て
伺
う
。

①
町
内
で
ワ
ク
チ
ン
接
種
後

に
コ
ロ
ナ
疾
患
し
た
人
数
把

握
は
行
っ
て
い
る
か
。

②
全
国
ニ
ュ
ー
ス
で
報
道
さ

れ
る
ワ
ク
チ
ン
接
種
後
の
副

反
応
や
後
遺
症
だ
が
、
本
町

で
の
省
令
の
有
無
の
把
握
は

行
っ
て
い
る
か
。

③
今
後
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
後

の
副
反
応
や
後
遺
症
と
思
わ

れ
る
方
が
出
た
場
合
の
対
応

や
流
れ
を
町
民
に
わ
か
り
や

す
く
伝
え
る
方
法
は
考
え
て

い
る
か
。

④
何
か
あ
っ
た
時
の
責
任

は
、
国
が
対
応
す
る
と
聞
い

て
い
る
が
、
町
と
し
て
の
責

任
の
有
無
に
つ
い
て
伺
う
。

問

本町におけるコロナ対策
について

各種支援事業により、企業経営の安
定や施設内でのクラスター発生の予
防に取り組んだ

町長

（
１
）
町
内

の
医
療
機
関

と
連
携
を
図
り
、
順
調
に
ワ

ク
チ
ン
接
種
が
進
ん
だ
。

①
本
町
で
は
、
ワ
ク
チ
ン
接

種
後
に
コ
ロ
ナ
疾
患
し
た
人

町
長

山本 奈央 議員

（
２
）
①
全
国
の
令

和
４
年
の
出
生
数

は
79
万
人
、
死
亡
者
数
は

１
５
８
万
人
だ
が
、
本
町
の

過
去
５
年
間
の
出
生
数
と
死

亡
者
数
を
伺
う
。

問

コ
ロ
ナ
疾
患

や
ワ
ク
チ
ン

接
種
と
の
因
果
関
係
も
含
め

て
、
本
町
で
の
死
亡
原
因
の

統
計
調
査
は
難
し
い
。

町
長

（
３
）
子
供
た
ち
へ

の
ワ
ク
チ
ン
接
種

に
対
す
る
本
町
の
基
本
的
な

考
え
は
国
の
方
針
に
基
づ
く

も
の
だ
が
、
メ
リ
ッ
ト
デ
メ

リ
ッ
ト
に
つ
い
て
、
東
京
都

医
師
会
、
全
国
有
志
医
師
の

会
な
ど
国
以
外
か
ら
の
最
新

の
情
報
を
町
民
へ
伝
え
る
必

要
性
に
つ
い
て
伺
う
。

問

（
３
）
子
ど

も
の
ワ
ク
チ

ン
接
種
に
つ
い
て
も
国
の
決

定
し
た
方
針
に
の
み
基
づ
い

て
進
め
て
い
る
。

町
長

数
は
把
握
し
て
い
な
い
。

②
疾
患
後
の
健
康
相
談
は
あ

っ
た
が
後
遺
症
か
ど
う
か
は

わ
か
ら
な
い
の
で
医
療
機
関

に
任
せ
て
い
る
。

③
反
応
や
後
遺
症
に
つ
い
て

は
、
国
や
道
の
コ
ー
ル
セ

ン
タ
ー
で
相
談
対
応
し
て
い

る
。
相
談
窓
口
へ
の
案
内
な

ど
、
わ
か
り
や
す
い
流
れ
の

説
明
に
つ
い
て
は
こ
れ
か
ら

検
討
し
た
い
。

④
ワ
ク
チ
ン
を
接
種
す
る
・

し
な
い
は
個
人
の
判
断
で
あ

り
、
町
は
国
の
決
定
に
基
づ

い
て
事
務
的
に
接
種
業
務
を

し
た
の
で
責
任
は
町
に
は
な

い
。

（
２
）
②
令
和
４
年

は
前
年
よ
り
死
亡

者
数
が
40
人
多
い
。
ワ
ク
チ

ン
接
種
の
因
果
関
係
も
含
め

て
、
死
亡
原
因
の
統
計
を
と

っ
て
い
く
必
要
性
に
つ
い
て

伺
う
。

問

（
２
）
①
本

町
の
過
去
５

年
の
出
生
人
数
は
平
成
29

年
か
ら
順
に
、
50
人
、
50

町
長

人
、
52
人
、
36
人
、
50
人
。

死
亡
者
数
は
、
１
５
０
人
、

１
１
２
人
、
１
４
１
人
、

１
２
１
人
、
１
６
１
人
で
あ

る
。
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高
齢
者
世
帯

で
自
宅
前
の

除
雪
で
困
っ
て
い
る
場
合

は
、「
高
齢
者
等
在
宅
福
祉

サ
ー
ビ
ス
事
業
に
よ
る
除
雪

サ
ー
ビ
ス
」
の
対
象
と
な
る

場
合
が
あ
る
た
め
、
保
健
福

祉
課
に
相
談
い
た
だ
き
た

い
。

　

小
学
生
の
通
学
路
除
雪
に

駅
前
の
廃
業

し
た
ホ
テ
ル

に
つ
い
て
は
、
個
人
の
所
有

物
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
今

後
の
見
通
し
に
つ
い
て
は
確

認
し
て
い
る
が
、
進
捗
は
見

ら
れ
な
い
。

　

今
後
に
つ
い
て
は
、
所
有

者
の
意
向
も
あ
る
た
め
、
未

定
で
あ
る
が
、
様
々
な
課
題

が
解
決
さ
れ
た
後
に
は
、
ご

指
摘
に
あ
っ
た
よ
う
な
商
業

施
設
や
コ
ワ
ー
キ
ン
グ
ス
ペ

ー
ス
、
シ
ェ
ア
オ
フ
ィ
ス
等

の
活
用
方
法
を
模
索
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

商
工
会
等
と
協
議
を
重
ね
な

が
ら
動
い
て
ま
い
り
た
い
。

町
長

高
齢
者
、
高
齢
者
世

帯
に
対
す
る
除
雪

の
ケ
ア
は
ど
う
対
応
し
て
い

る
の
か
。

　

ま
た
、
小
学
生
の
通
学
路

も
歩
道
の
除
雪
が
さ
れ
て
お

ら
ず
、
車
道
を
歩
い
て
通
学

し
て
い
る
と
い
う
話
も
聞
く

が
、
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い

る
か
現
状
を
伺
う
。

問

町
長

駅
前
の
ホ
テ
ル
が

廃
業
し
て
、
か
な

り
年
数
が
経
つ
が
、
最
初
の

こ
ろ
は
何
と
か
し
な
け
れ
ば

と
い
う
声
も
あ
っ
た
と
思
う

が
、
進
捗
状
況
を
伺
う
。

　

ま
た
、今
後
取
り
壊
し
て
、

旭
川
市
の
商
業
施
設
「
旭
川

は
れ
て
」
の
よ
う
な
も
の
を

作
る
な
ど
の
考
え
は
な
い
か

伺
う
。

問

ふ
る
さ
と
納
税
の

寄
附
の
獲
得
と
拡

大
の
た
め
に
泉
佐
野
市
や
別

海
町
の
よ
う
な
方
式
を
と
っ

て
い
く
考
え
は
な
い
か
。
多

く
の
自
治
体
で
様
々
な
取
り

組
み
を
行
っ
て
い
る
。
本
町

も
研
究
し
、
ふ
る
さ
と
納
税

の
拡
大
に
動
い
て
い
く
べ
き

で
は
な
い
か
と
思
う
が
、
町

の
考
え
を
伺
う
。

問

ふ
る
さ
と
納

税
に
よ
る
寄

付
金
は
、
ま
ち
づ
く
り
に

係
る
貴
重
な
財
源
と
な
る
た

め
、
他
市
町
村
の
先
進
事
例

を
参
考
に
し
な
が
ら
、
魅
力

を
感
じ
る
返
礼
品
の
開
発
を

12
月
ま
で
に
で
き
る
よ
う
努

め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

る
。 町

長

町
長 除
雪
に
つ
い
て

関
し
て
は
、
出
来
る
だ
け
対

応
し
て
い
る
が
、
や
む
を
得

ず
車
道
を
歩
く
こ
と
も
あ

る
。
指
導
を
し
て
、
事
故
の

な
い
よ
う
努
め
て
い
く
。

関係者や商工会等と協議を重ねながら時代に合わ
せた活用方法を模索していく

町長

廃業した駅前ホテル跡の対応について

魅力を感じる返礼品の開発に努める町長

ふるさと納税について

除
雪
業
者
と
連
携
し
、

よ
り
良
い
除
雪
体
制
が

構
築
で
き
る
よ
う
努
め
る只野 敏彦　議員




